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特  

集タ
イ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

も
の
づ
く
り
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開

住
友
金
属
工
業（
株
）と

統
合
基
本
契
約
を
締
結

　   

新
社
名
は「
新
日
鐵
住
金
株
式
会
社
」
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統
合
基
本
契
約
を
締
結

 

新
社
名
は「
新
日
鐵
住
金
株
式
会
社
」に
決
定

　

当
社
と
住
友
金
属
工
業
（
株
）
は
9
月
22
日
、
来
年
10
月
１
日
に
経
営
統
合
す
る
こ
と
に
つ
き

合
意
し
、
統
合
基
本
契
約
を
締
結
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
統
合
の
要
旨
、
統
合
会
社
の
商
号
、

経
営
目
標
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
経
営
統
合
は
、
関
係
当
局
の
認
可
お
よ
び
両
社
の
株
主
総
会
の
承
認
な
ど
を
条
件
と

し
て
い
ま
す
。

　
「
総
合
力
世
界
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
」を
目
指
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

以
下
の
６
点
を
強
力
に
推
進
し
ま
す
。

１
．
鉄
鋼
事
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開

２
．
世
界
最
高
水
準
の
技
術
力
の
発
揮

３
．
コ
ス
ト
競
争
力
の
強
化

４
．
製
鉄
以
外
の
分
野
で
の
事
業
基
盤
の
強
化

５
．
企
業
価
値
の
最
大
化
と
株
主
・
資
本
市
場
か
ら
の
評
価
の
向
上

６
．
総
力
の
結
集

　　

上
記
目
標
の
早
期
実
現
に
向
け
、
全
従
業
員
、
グ
ル
ー
プ
全
社
・
協
力
会
社
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

住
友
金
属
工
業（
株
）と
の
経
営
統
合経営統合の要旨と統合会社の概要

統合効果　（統合後3年程度を目途に実現、　　　　　　　　   さらなる上積みに努力）

経営統合に向けたスケジュ－ル

経
営
目
標

経
営
目
標

商号 新日鐵住金株式会社　
（英文名：Nippon Steel & Sumitomo Metal Corporation）

本店所在地 東京都千代田区

合併期日 2012年10月１日（予定）

経営統合の方式 新日鐵を存続会社とする合併

合併比率 新日鐵：1、住友金属：0.735
※住金の株式１株に対して、新日鐵の株式0.735株を割り当て交付

主な項目 年間効果額

１．グローバル展開の拡充関連 300億円程度

２．技術・研究開発関連 400億円程度

３．生産・販売関連 400億円程度

４．調達関連 400億円程度

合　　計 1,500億円程度

2011年９月22日 統合基本契約の締結

2012年４月 合併契約の締結（予定）

2012年６月 合併契約承認株主総会（予定）

2012年10月１日 合併期日（効力発生日）（予定）

※ 詳しい対外公表文は、当社ウェブサイトの新着情報を
ご覧ください。



特　集特　集

タイ・インドネシア
ものづくりのグローバル展開

新日鉄は長年日本で培ってきた技術力と現場力を基に、海外に生産・加工拠点
を展開し、国際競争力の強化を図っています。今号では経済成長の続くタイと
インドネシアで「ものづくりのグローバル展開」を進めるため、絶え間ない挑戦
を続ける新日鉄グループの姿を紹介します。 
今般のタイでの大雨による洪水で被災された皆様に、心よりお見舞い申し上げます。
本特集は2011年8月7～12日に現地取材した内容を基に構成しています。



年
10
％
を
超
え
る
鉄
鋼
需
要
の
伸
び

世
界
の
鉄
鋼
需
要
は
２
０
１
１
年
に
は
13
・
6
億

ト
ン
に
達
し
、
年
率
5
〜
6
％
程
度
の
堅
調
な
伸
び

が
続
く
も
の
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
ア
ジ
ア
は
世
界

需
要
の
約
65
％
を
占
め
て
い
る
が
、
中
で
も
東
南
ア

ジ
ア
は
年
率
10
％
を
超
え
る
高
い
伸
び
を
示
し
、
ア

ジ
ア
全
体
で
年
間
５
０
０
０
万
〜
６
０
０
０
万
ト
ン

の
新
た
な
需
要
が
生
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
供
給
量
も
急
増
し
て
い
る
。
中
国
の

粗
鋼
生
産
は
現
在
、
年
率
7
億
ト
ン
超
の
高
い
レ
ベ

ル
で
推
移
し
、
需
要
拡
大
を
上
回
る
過
剰
生
産
問

題
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
さ
ら
に
韓
国
も
昨
年
ま

で
に
新
設
・
増
強
し
た
設
備
の
フ
ル
稼
働
に
伴
い
、

対
前
年
比
で
20
％
近
い
大
幅
な
生
産
拡
大
が
続
き
、

２
０
１
０
年
8
月
に
は
純
輸
出
国
に
転
じ
た
。
こ
う

し
た
中
国
と
韓
国
の
需
給
構
造
の
変
化
と
、
ア
ジ
ア

各
国
の
鉄
鋼
自
国
産
化
の
流
れ
が
、
世
界
市
場
に

大
き
な
影
響
を
与
え
、
拡
大
し
て
い
る
タ
イ
や
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
な
ど
東
南
ア
ジ
ア
市
場
に
お
い
て
も
競
争

が
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

「
当
社
は
日
本
、
ア
ジ
ア
、
環
大
西
洋
圏
の
三
極

を
核
と
す
る
供
給
体
制
の
構
築
を
目
指
す
グ
ロ
ー

バ
ル
プ
レ
ー
ヤ
ー
戦
略
を
進
め
て
い
ま
す
。
ア
ジ
ア

の
中
で
も
タ
イ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
長
年
、
日
本
と

強
い
つ
な
が
り
を
持
ち
な
が
ら
鉄
鋼
市
場
が
発
展

し
て
お
り
、
当
社
の
戦
略
上
も
極
め
て
重
要
な
位

置
付
け
に
あ
り
ま
す
。
日
本
の
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
に

と
っ
て
、
東
南
ア
ジ
ア
市
場
は
日
本
か
ら
の
輸
送
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成
長
戦
略
を
加
速

東
南
ア
ジ
ア
市
場
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
取
り
込
む

Global
Localization

USIMINAS

米州・大西洋圏拠点

新日鉄
樋口 眞哉 常務取締役

◉SUS (Siam United Steel)
冷延鋼板メーカー。1995年設立。新日鉄50%出資。従業員約830名。

◉BECC (Bangkok Eastern Coil Center)
薄鋼板の加工販売。1997年設立。新日鉄15%、日鉄商事（株）47%出資。従業員約250名。

◉STP (Siam Tinplate)
ブリキおよびティンフリーメーカー。1988年設立。新日鉄16%出資。従業員約590名。

◉SNP (Siam Nippon Steel Pipe)
自動二輪・四輪向け機械構造用鋼管、加工製品メーカー。1995年設立。
新日鉄61%出資。従業員約1,150名。

◉NBCタイ (Nippon Steel Bar & CH Wire (Thailand))
自動車部品等向け冷間圧造用鋼線メーカー。2006年設立。新日鉄28%出資。従業員約110名。

◉NSGT(Nippon Steel Galvanizing (Thailand) )
亜鉛めっき鋼板メーカー。2011年設立、2013年稼働予定。新日鉄100%出資。

 
◉ LATINUSA (PT PELAT TIMAH NUSANTARA )
ブリキメーカー。1982年設立。新日鉄は2009年より出資（35％）。従業員約430名。

 
◉ INP (Indonesia Nippon Steel Pipe)
自動二輪・四輪向け機械構造用鋼管、加工製品メーカー。2005年設立。SNP95%出資。従業員約450名。

ⓒ
 A
SE
AN
-J
ap
an
 C
en
te
r



工
期
が
短
い
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
が
、
近
年

日
系
自
動
車
・
家
電
産
業
の
集
積
が
加
速
し
、
さ

ら
な
る
短
納
期
・
高
品
質
を
求
め
る
お
客
様
の
ニ
ー

ズ
が
一
層
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
当
社
は
、
強
固
な

グ
ロ
ー
バ
ル
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
実
現
に
向
け
て
、

現
地
生
産
・
加
工
拠
点
を
整
備
し
、
日
本
と
現
地

双
方
の
も
の
づ
く
り
を
発
展
さ
せ
て
、
国
際
競
争

力
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
」（
樋
口
眞
哉
新
日

鉄
常
務
取
締
役
）。

総
合
力
を
活
か
し
た
鋼
材
提
案

東
南
ア
ジ
ア
で
は
、
ま
ず
タ
イ
で
１
９
５
０
年

代
後
半
か
ら
建
材
用
薄
板
需
要
の
拡
大
に
伴
い
、

日
本
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
は
溶
融
亜
鉛
め
っ
き
ミ
ル
を

現
地
に
設
立
し
、
日
本
か
ら
冷
延
原
板
を
供
給
す

る
体
制
を
構
築
し
た
。
ま
た
タ
イ
・
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
で
の
農
水
産
品
の
生
産
・
加
工
産
業
の
拡
大
と

缶
用
ブ
リ
キ
自
国
産
化
の
動
き
に
対
応
し
て
ブ
リ

キ
ミ
ル
を
展
開（
関
連
記
事
8
〜
9
頁
）。
そ
の
後

日
系
自
動
車
・
電
機
メ
ー
カ
ー
が
本
格
的
に
進
出

し
、
80
年
代
後
半
の
円
高
を
背
景
に
こ
の
動
き
が

加
速
化
す
る
と
、
日
系
商
社
と
共
に
加
工
流
通
拠

点
で
あ
る
コ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
た
。
そ
し

て
１
９
９
５
年
に
新
日
鉄
な
ど
は
現
地
に
冷
延
鋼

板
ミ
ル
を
建
設（
同
6
〜
7
頁
）。
新
日
鉄
で
は
現

在
ま
で
に
自
動
車
用
鋼
管
、
特
殊
鋼
線
材
の
現
地

製
造
拠
点
を
展
開
し
、
２
０
１
３
年
に
は
自
動
車

用
め
っ
き
鋼
板
工
場
の
稼
働
を
決
定
し
て
い
る（
同

10
〜
13
頁
）。

「
当
社
の
お
客
様
で
あ
る
日
系
自
動
車
・
家
電
メ
ー

カ
ー
は
、
タ
イ
を
事
業
拠
点
と
し
て
強
化
す
る
動
き

を
継
続
し
て
い
ま
す
。
特
に
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
、

タ
イ
に
生
産
車
種
を
集
約
す
る
だ
け
で
な
く
、
設
計

や
材
料
技
術
も
日
本
か
ら
移
管
し
、
さ
ら
に
ア
セ
ア

ン
全
体
の
統
括
機
能
を
強
化
・
新
設
。
タ
イ
は
従
来

の
単
な
る
輸
出
基
地
か
ら
日
本
と
並
ぶ
地
域
統
括
拠

点
へ
、
急
速
に
変
貌
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

今
後
も
本
社
や
製
鉄
所
と
連
携
し
、
お
客
様
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
材
料
・
技
術
提
案
を
行
っ
て
い
き
ま
す
」

（
奥
苑
一
成
タ
イ
新
日
鉄
社
長
）。

「
世
界
第
4
位
の
人
口
を
抱
え
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

は
、
大
き
な
潜
在
需
要
を
持
っ
て
お
り
、
日
系
企
業

を
は
じ
め
海
外
か
ら
の
製
造
業
進
出
ラ
ッ
シ
ュ
が
続

い
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
石
油
、
天
然
ガ
ス
、
鉱
物

な
ど
の
豊
富
な
資
源
を
背
景
と
し
た
開
発
案
件
も

進
ん
で
お
り
、
ま
た
電
力
・
土
木
・
建
築
な
ど
社
会

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
関
し
て
は
２
０
１
０
〜
２
０
１
４

年
の
5
年
間
で
約
１
４
０
０
億
ド
ル
の
投
資
が
必
要

と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。
鋼
材
市
場
の
競
争
が
激
化

す
る
中
、
素
材
と
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を
組
み
合
わ

せ
た
事
業
創
出
や
需
要
捕
捉
な
ど
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
古
田
功
東
南
ア
ジ

ア
新
日
鉄
ジ
ャ
カ
ル
タ
駐
在
事
務
所
長
）。

点
か
ら
線
、
線
か
ら
面
へ
の
展
開

新
日
鉄
は
現
在
、
各
事
業
拠
点
の
製
造
体
制
強

化
は
も
と
よ
り
、
出
資
比
率
の
引
き
上
げ
や
人
員
派

遣
な
ど
を
通
じ
て
、
海
外
拠
点
と
日
本
と
の
連
携
を

強
化
し
て
い
る
。
さ
ら
に
下
工
程
へ
の
原
板
供
給
拡

大
や
加
工
・
物
流
拠
点
と
の
連
携
な
ど
、
事
業
拠
点

間
の
連
携
を
深
め
ア
セ
ア
ン
域
内
統
合
の
動
き
に
も

対
応
。
伸
び
ゆ
く
東
南
ア
ジ
ア
の
鉄
鋼
需
要
を
確
実

に
取
り
込
む
体
制
構
築
を
進
め
て
い
る
。

「
当
社
の
強
み
は
、
自
動
車
や
ブ
リ
キ
を
は
じ
め

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
お
客
様
の
厳
し
い
要
請
に
応
え

共
同
研
究
を
進
め
る
中
で
培
わ
れ
た
高
い
技
術
力
と
、

信
頼
に
裏
打
ち
さ
れ
た
各
地
有
力
関
係
先
と
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
あ
り
ま
す
。
東
南
ア
ジ
ア
で
の
多

品
種
に
わ
た
る
海
外
事
業
経
験
を
最
大
限
に
活
か
し
、

点
か
ら
線
、
線
か
ら
面
へ
の
事
業
展
開
で
、
当
社
グ

ル
ー
プ
の
総
合
力
を
発
揮
し
て
い
き
ま
す
」（
川
口
敬

一
郎
東
南
ア
ジ
ア
新
日
鉄
社
長
）。
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アジア
拠点

新日鉄
国 内

グループ粗鋼
4,000万トン

規模アジア市場での
生産・加工

拠点拡充と新規立地を
検討・実行

タイ新日鉄
奥苑 一成 社長

東南アジア新日鉄　ジャカルタ駐在事務所
古田 功 所長

東南アジア新日鉄
川口 敬一郎 社長

タイ・インドネシア
ものづくりのグローバル展開

タイ

タイ新日鉄〈バンコク〉
SUS（冷延鋼板）
BECC（コイルセンター）
STP（缶用鋼板）
SNP（自動車用鋼管）
NBCタイ（自動車用棒線）
NSGT（自動車用鋼板）

インドネシア

東南アジア新日鉄
〈シンガポール・ジャカルタ〉
LATINUSA（缶用鋼板）
INP（自動車用鋼管）

シンガポール



新
日
鉄
グ
ル
ー
プ
の
中
核
拠
点

新
日
鉄
は
１
９
９
０
年
代
、日
韓
の
高
炉
メ
ー
カ
ー

や
商
社
と
共
に
、
タ
イ
で
冷
延
鋼
板
の
製
造
・
販
売

を
行
う
サ
イ
ア
ム
・
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
ス
チ
ー
ル（
Ｓ

Ｕ
Ｓ
）の
設
立
に
参
画
し
た
。
筆
頭
株
主
は
当
初
タ

イ
側
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
サ
イ
ア
ム
・
セ
メ
ン
ト

だ
っ
た
が
、
２
０
０
６
年
に
新
日
鉄
が
出
資
比
率
を

引
き
上
げ
連
結
子
会
社
化
し
て
い
る
。

工
場
は
首
都
の
バ
ン
コ
ク
か
ら
車
で
約
2
時
間
圏

内
に
あ
り
、
国
際
港
湾
施
設
か
ら
も
効
率
的
な
輸

送
が
で
き
る
タ
イ
東
部
の
工
業
団
地
に
立
地
し
て
い

る
。
母
材
の
熱
延
鋼
板
は
新
日
鉄
な
ど
か
ら
輸
入
し

て
、
自
動
車
・
家
電
用
の
冷
延
鋼
板
、
缶
用
の
ブ
リ

キ
原
板
、
建
材
な
ど
に
使
わ
れ
る
亜
鉛
め
っ
き
原
板

を
つ
く
り
分
け
、
全
体
で
年
間
１
０
０
万
ト
ン
の
生

産
能
力
を
持
つ
。
Ｓ
Ｕ
Ｓ
の
製
品
は
同
じ
タ
イ
の
新

日
鉄
グ
ル
ー
プ
会
社
に
も
供
給
し
て
お
り
、
今
後
建

設
さ
れ
る
ニ
ッ
ポ
ン
ス
チ
ー
ル
・
ガ
ル
バ
ナ
イ
ジ
ン
グ
・

タ
イ（
Ｎ
Ｓ
Ｇ
Ｔ
、
自
動
車
用
亜
鉛
め
っ
き
鋼
板
）に

も
冷
延
鋼
板
を
供
給
す
る
予
定
だ（
図
1
）。

「
Ｓ
Ｕ
Ｓ
の
冷
延
鋼
板
は
日
系
自
動
車
・
家
電
や

ブ
リ
キ
メ
ー
カ
ー
の
シ
ェ
ア
が
高
く
、
お
客
様
か
ら

の
要
求
品
質
も
厳
し
い
た
め
、
新
日
鉄
並
み
の
品
質

管
理
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
当
社
は
母
材
の
熱
延
鋼

板
を
輸
入
し
、
自
社
の
Ｃ
Ｄ
Ｃ
Ｍ（
連
続
酸
洗
・
冷

間
圧
延
ラ
イ
ン
）と
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｌ
や
Ｃ
Ａ
Ｌ（
連
続
焼
鈍

ラ
イ
ン
）で
高
品
質
か
つ
コ
ス
ト
競
争
力
の
高
い
冷

延
鋼
板
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
動
車
用

５
９
０
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
ハ
イ
テ
ン
が
現
地
メ
ー
カ
ー

と
し
て
初
め
て
採
用
さ
れ
た
り
、
新
し
い
テ
ィ
ン
フ

リ
ー
・
ブ
リ
キ
原
板
の
商
品
開
発
に
着
手
す
る
な
ど
、

お
客
様
と
共
に
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
冷
延
ミ
ル
を

目
指
し
た
取
り
組
み
を
続
け
て
い
ま
す
」（
小
野
正
男

Ｓ
Ｕ
Ｓ
取
締
役
技
術
部
長
）。

「
Ｓ
Ｕ
Ｓ
は
ハ
イ
エ
ン
ド
冷
延
鋼
板
を
基
軸
と
し
て

グ
ル
ー
プ
企
業
・
需
要
家
を
結
ぶ〝
新
日
鉄
の
グ
ロ
ー

バ
ル
・
サ
プ
ラ
イ
・
チ
ェ
ー
ン
〞の
最
前
線
基
地
で
す
。

タ
イ
は
世
界
へ
の
輸
出
が
急
拡
大
し
、
ハ
イ
テ
ン
や

高
級
め
っ
き
鋼
板
な
ど
の
ニ
ー
ズ
も
一
段
と
高
度
化

し
て
い
る
た
め
、
グ
ル
ー
プ
企
業
の
総
力
を
結
集
し

て
現
地
ニ
ー
ズ
を
捉
え
、
東
南
ア
ジ
ア
の
戦
略
的
拠

点
と
し
て
の
責
務
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

（
小
原
知
実
Ｓ
Ｕ
Ｓ
社
長
）。

生
産
シ
ス
テ
ム
の
効
率
化
と

安
全
を
極
限
ま
で
追
求

Ｓ
Ｕ
Ｓ
の
タ
イ
人
従
業
員
の
モ
ラ
ル
は
高
く
、

10
年
連
続
で
休
業
災
害
ゼ
ロ
と
い
う
安
全
操
業
を

続
け
て
い
る
。
タ
イ
政
府
が
国
内
産
業
の
振
興
・

育
成
を
目
的
と
し
て
制
定
し
た
総
理
大
臣
賞
で
は
、

受
賞
可
能
な
安
全
管
理
、
生
産
性
向
上
、
品
質
管
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熱延鋼板・冷延鋼板・亜鉛めっき鋼板

熱延鋼板

ブリキ原板

熱延鋼板

亜鉛めっき原板

冷延鋼板

食缶用ブリキ

自動車用鋼管

自動車用
亜鉛めっき鋼板

線材
自動車用

冷間圧造用鋼線

STP

SNP

NSGT

NBCタイ

SUS

お
客
様

新
日
鉄

Value Chain

高
く
、

操
業
を

振
興
・

で
は
、

品
質
管

　小原 知実 社長　バンツーン・ジュイチャラン 
取締役工場長

図 1　タイでの鉄鋼製品の流れと現地拠点の役割

薄 

板

 

日
本
と
変
わ
ら
ぬ
高
品
質
な
製
品
・
技
術
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

薄 

板
│ 

日
本
と
変
わ
ら
ぬ
高
品
質
な
製
品
・
技
術
サ
ー
ビ
ス
を
提
供



理
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
、
環
境
保
全
、
物
流
管
理

の
6
部
門
す
べ
て
を
受
賞
。
さ
ら
に
２
０
０
５
年

か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
Ｔ
Ｐ
Ｍ
活
動（
※
）も
評
価
さ

れ
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

「
ま
ず
自
分
の
生
産
ラ
イ
ン
は
自
分
で
清
掃
・
保

全
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
今
で
は
タ
イ
人
従
業

員
自
ら
が
シ
ス
テ
ム
効
率
化
や
安
全
管
理
向
上
に

向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
て
い
ま
す
。
引

き
続
き
新
日
鉄
の
支
援
の
も
と
、
ト
ッ
プ
か
ら
現

場
第
一
線
の
従
業
員
ま
で
全
社
的
な
管
理
を
展
開

し
、
災
害
ゼ
ロ
、
不
良
ゼ
ロ
、
故
障
ゼ
ロ
を
目
標
に
、

生
産
シ
ス
テ
ム
の
効
率
化
を
極
限
ま
で
追
求
し
安

定
操
業
を
続
け
て
い
き
ま
す
」（
バ
ン
ツ
ー
ン
・
ジ
ュ

イ
チ
ャ
ラ
ン
Ｓ
Ｕ
Ｓ
取
締
役
工
場
長
）。

ブ
ラ
ン
ド
の
安
心
感
と

ロ
ー
カ
ル
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
競
争
力

三
井
物
産（
株
）と
日
鉄
商
事（
株
）、
新
日
鉄
に

よ
っ
て
１
９
９
７
年
に
設
立
さ
れ
た
バ
ン
コ
ク
・
イ
ー

ス
タ
ン
・
コ
イ
ル
セ
ン
タ
ー（
Ｂ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
）で
は
、
Ｓ

Ｕ
Ｓ
の
冷
延
鋼
板
を
、
自
動
車
・
電
機
部
品
メ
ー

カ
ー
か
ら
の
少
量
多
品
種
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
形

状
や
寸
法
に
切
断
・
加
工
し
販
売
を
行
っ
て
い
る
。

コ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
は
、
品
質
・
サ
イ
ズ
・
納
期
な
ど

多
様
化
す
る
お
客
様
の
小
口
注
文
を
集
約
す
る
こ

と
で
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
の
ロ
ッ
ト
に
対
応
さ
せ
る
と
と

も
に
、
お
客
様
の
指
定
す
る
納
期
に
ジ
ャ
ス
ト
イ

ン
タ
イ
ム
で
対
応
す
る
た
め
の
流
通
拠
点
と
し
て

重
要
な
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。

「
Ｓ
Ｕ
Ｓ
に
は〝
新
日
鉄
ブ
ラ
ン
ド
〞の
品
質
・
技

術
力
に
対
す
る
安
心
感
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
ロ
ー

カ
ル
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
し
て
の
競
争
力
を
持
ち
合

わ
せ
て
い
ま
す
。
Ｂ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
で
は
日
鉄
物
流（
株
）に

よ
る
一
括
管
理
輸
送
、
当
社
独
自
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム

な
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
、
日
鉄
商
事
と
新
日
鉄
の

情
報
収
集
力
を
活
か
し
、
新
規
需
要
開
拓
も
積
極

的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
栗
林

太
朗
Ｂ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
社
長
）。
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SUS

BECC

冷延鋼板を生産するCAPL

10年連続災害ゼロを達成したことを祝う垂幕

母材をお客様のニーズに応じた形状と寸法に切断・加工し、ジャストインタイムで納入

は
、
Ｓ

品
メ
ー

じ
た
形

い
る
。

期
な
ど

す
る
こ

る
と
と

ト
イ

と
し
て

質
・
技

ロ
ー

持
ち
合

株
）に

タ
イ
ム

日
鉄
の

積
極

前列左から　三堀 勤工場長、栗林 太朗社長、川井 中副社長、
後列左から　田中 啓文営業第一部次長、畑 一晃営業第一部長、
　　　　　佐藤 健児営業第一部課長

タイ・インドネシア
ものづくりのグローバル展開

SUS

新美 貴久
営業部シニアマネジャー

伊東 豊泰
営業部シニアマネジャー

吉永 央
営業部長

内田 洋
取締役社長室長

小野 正男
取締役技術部長

（※）TPM（Total Productive Maintenance）：生産設備のライフサイクル全体を対象に、全員参加で災害、不良、故障などあらゆるロスを未然に防止する取り組み



Kitchen 
of the World

タ
イ
の
食
品
産
業
発
展
に
貢
献

タ
イ
で
は
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど

の
農
産
物
が
豊
富
に
収
穫
さ
れ
、
ま
た
近
海
や
イ
ン

ド
洋
で
獲
れ
る
マ
グ
ロ
や
カ
ツ
オ
が
集
ま
る
漁
業
イ

ン
フ
ラ
も
整
っ
て
い
る
。
タ
イ
政
府
は
、
こ
う
し
た

天
然
資
源
を
活
か
し
た「
世
界
の
台
所
」政
策
を
展
開

し
、
農
水
産
食
品
の
輸
出
振
興
に
力
を
注
ぎ
、
果

物
や
野
菜
、魚
の
缶
詰
で
世
界
最
大
の
輸
出
国
と
な
っ

た
。
こ
の
タ
イ
に
お
け
る
缶
詰
容
器
の
材
料
と
な
る

ブ
リ
キ
の
旺
盛
な
需
要
に
応
え
る
た
め
、
新
日
鉄
は

サ
イ
ア
ム
・
テ
ィ
ン
・
プ
レ
ー
ト（
Ｓ
Ｔ
Ｐ
）を
合
弁

で
設
立
し
、
１
９
９
２
年
に
操
業
を
開
始
し
た
。

「
缶
も
輸
出
先
で
あ
る
欧
米
や
日
本
の
市
場
向

け
に
高
い
品
質
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
優
れ
た

耐
食
性
と
強
度
を
持
ち
、
美
し
い
外
観
の
ブ
リ
キ

は
原
板
の
品
質
と〝
め
っ
き
の
腕
〞で
決
ま
り
ま
す
。

現
場
で
は
定
期
的
な
点
検
・
清
掃
を
は
じ
め
と
す

る
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
品
質
管
理
活
動
に
加
え
て
、
め
っ

き
条
件
の
管
理
や
設
備
の
知
識
を
深
め
、
自
ら
デ
ー

タ
を
分
析
し
、
改
善
に
つ
な
が
る
行
動
が
と
れ
る

よ
う
な
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今

後
は
タ
イ
人
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
り

高
め
る
人
材
登
用
も
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」（
加
地
俊
彦
Ｓ
Ｔ
Ｐ
社
長
）。

Ｓ
Ｔ
Ｐ
の
生
産
能
力
は
年
間
26
万
ト
ン
で
、
タ

イ
の
ブ
リ
キ
需
要
の
約
3
分
の
1
を
カ
バ
ー
し
て

い
る
。
ブ
リ
キ
の
母
材
と
な
る
ロ
ー
モ
は
約
70
％

を
Ｓ
Ｕ
Ｓ
か
ら
調
達
し
、
30
％
は
新
日
鉄
な
ど
か

ら
購
入
。
２
０
０
９
年
に
は
新
日
鉄
と
新
日
鉄
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ（
株
）の
最
新
鋭
技
術
を
取
り
入

れ
た
第
2
め
っ
き
ラ
イ
ン
を
立
ち
上
げ
、
薄
く
高

い
強
度
で
加
工
性
に
優
れ
た
テ
ィ
ン
フ
リ
ー
ス
チ
ー

ル
の
生
産
能
力
増
強
を
図
っ
た
。

「
お
客
様
で
あ
る
製
缶
メ
ー
カ
ー
・
パ
ッ
カ
ー
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
サ
イ
ズ
、仕
様
の
高
品
質
な
ブ
リ
キ
・テ
ィ

ン
フ
リ
ー
ス
チ
ー
ル
を
求
め
て
い
ま
す
。
当
社
の
素

材
供
給
先
で
あ
る
Ｓ
Ｕ
Ｓ
や
新
日
鉄
と
定
期
会
議
を

行
い
、
新
日
鉄
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
総
合
力
を
活
か

し
た
最
適
な
素
材
調
達
か
ら
柔
軟
な
納
品
対
応
ま
で

の
一
貫
し
た
技
術
・
営
業
サ
ー
ビ
ス
体
制
を
整
え
て

い
ま
す
」（
高
橋
滋
Ｓ
Ｔ
Ｐ
副
社
長
）。

世
界
第
４
位
の
人
口
を
抱
え
る

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
投
資

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
缶
詰
需
要
は
、
タ
イ
と
同
様

に
魚
缶
・
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
缶
の
ほ
か
、
人
口
増
加

を
反
映
し
て
ミ
ル
ク
缶
や
イ
ス
ラ
ム
教
の
ラ
マ
ダ
ン

明
け
の
贈
答
品
に
も
好
ま
れ
る
菓
子
缶
が
多
い
の

が
特
徴
だ
。

国
内
唯
一
の
ブ
リ
キ
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
ラ
テ
ィ
ヌ

サ（
Ｌ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ｕ
Ｓ
Ａ
）は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
需

要
の
50
％
超
に
相
当
す
る
年
間
約
13
万
ト
ン
の
生

産
能
力
を
持
つ
。
１
９
８
２
年
に
国
営
錫
鉱
山PT

 
T
im
ah

の
子
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
、
１
９
９
１

年
に
国
営
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
の
ク
ラ
カ
タ
ウ
・
ス
チ
ー

ル
の
傘
下
に
入
っ
た
。
２
０
０
９
年
に
民
営
化
を

図
り
、
新
日
鉄
が
日
本
企
業
に
よ
る
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
を
組
織
し
て
入
札
し
、
子
会
社
化
し
た
。
新

日
鉄
初
の
海
外
企
業
買
収
だ
っ
た
。
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ブ
リ
キ

 

缶
詰
大
国
の
旺
盛
な
需
要
に
応
え
る

ブ
リ
キ

│ 

缶
詰
大
国
の
旺
盛
な
需
要
に
応
え
る



「〝
ク
ラ
カ
タ
ウ
〞の
歴
史
と〝
ニ
ッ
ポ
ン
・
ス
チ
ー

ル
〞の
ブ
ラ
ン
ド
力
が
相
乗
効
果
を
成
し
、
お
客
様

と
の
信
頼
関
係
は
よ
り
強
固
な
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
新
日
鉄
か
ら
安
定
的
に
高
品
質
の
素
材
を
調

達
で
き
る
こ
と
が
安
心
感
を
高
め
て
い
ま
す
。
現

場
の
従
業
員
に
日
本
の
企
業
文
化
を
浸
透
さ
せ
る

に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
私
は
ク
ラ
カ
タ
ウ

と
新
日
鉄
を
つ
な
ぐ
経
営
者
と
し
て
、
当
社
の
発

展
に
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」（
ア
ー
デ
ィ

マ
ン 

Ｔ
．Ａ 

ラ
テ
ィ
ヌ
サ
社
長
）。

現
在
、
能
力
拡
張
に
向
け
て
新
ラ
イ
ン
の
工
事
が
、

新
日
鉄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を
中
心
と
し
た
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
に
よ
り
進
め
ら
れ
て
い
る
。
２
０
１
２
年
稼

働
予
定
の
新
ラ
イ
ン
は
新
日
鉄
方
式
を
導
入
し
て
、

年
間
生
産
能
力
を
16
万
ト
ン
に
引
き
上
げ
る
と
と

も
に
、
さ
ら
な
る
品
質
向
上
を
図
る
。

「
ブ
リ
キ
は
薄
板
の
極
限
技
術
が
詰
ま
っ
た
製
品

で
あ
り
、
改
善
の
余
地
は
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。

タ
イ
・
Ｓ
Ｔ
Ｐ
と
交
流
会
を
行
っ
た
り
、
従
業
員

を
日
本
に
派
遣
し
新
日
鉄
の
も
の
づ
く
り
を
学
ぶ

機
会
を
つ
く
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
よ
り

現
場
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
客

様
の
声
に
は
品
質
改
善
の
ヒ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

『
国
内
唯
一
』と
い
う
強
み
を
活
か
し
、
丹
念
に
す

く
い
上
げ
て
さ
ら
に
競
争
力
を
高
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」（
本
多
利
光
ラ
テ
ィ
ヌ
サ
副
社
長
）。

9 NIPPON STEEL MONTHLY   2011. 11

STP

LATINUSA

加地 俊彦社長高橋 滋副社長野田 正和技術アドバイザー

新日鉄方式を導入した品質管理 6Sが浸透したきれいな現場

品質向上・能力増強工事が予定されているETライン。
広々としたレイアウトの工場

ラボで厳格な検査・試験を実施

25年間稼働している剪断ライン

タイ・インドネシア
ものづくりのグローバル展開

榊原 洋史
技術アドバイザー

岩崎 秀行
財務担当執行役員

本多 利光
副社長



鋼
管

タ
イ
で
二
次
加
工
ま
で
含
め
た

一
貫
製
造
モ
デ
ル
を
確
立

タ
イ
は
日
本
を
は
じ
め
世
界
各
国
の
自
動
車
メ
ー

カ
ー
が
多
数
進
出
し
、
特
に
東
部
の
工
業
団
地
は「
東

洋
の
デ
ト
ロ
イ
ト
」と
呼
ば
れ
、
自
動
車
関
連
産
業

の
一
大
集
積
地
と
な
っ
て
い
る
。
自
動
車
生
産
台
数

の
推
移
を
見
る
と
、
１
９
９
６
年
の
56
万
台
か
ら

２
０
１
０
年
に
は
１
６
５
万
台
へ
と
堅
調
な
伸
び

を
示
し
て
お
り
、
数
年
後
に
は
２
５
０
万
台
に
達

す
る
も
の
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
２
０
０
７

年
か
ら
タ
イ
政
府
に
よ
る
輸
出
振
興
と
環
境
対
策

を
狙
い
と
し
た
エ
コ
カ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
り
、

タ
イ
は
日
本
や
欧
米
な
ど
へ
の
輸
出
向
け
低
燃
費

小
型
車
の
生
産
基
地
へ
と
飛
躍
を
遂
げ
よ
う
と
し

て
い
る
。

自
動
車
の
海
外
生
産
で
は
、
柔
軟
な
生
産
体
制

の
確
立
や
コ
ス
ト
削
減
の
観
点
か
ら
、
厳
し
い
品

質
基
準
を
満
た
す
部
品
の
現
地
調
達
比
率
を
い
か

に
高
め
て
い
く
か
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
こ

う
し
た
中
、
新
日
鉄
は
１
９
９
５
年
に
自
動
車
用

構
造
鋼
管
の
製
造
・
販
売
を
行
う
サ
イ
ア
ム
・
ニ
ッ

ポ
ン
ス
チ
ー
ル
・
パ
イ
プ（
Ｓ
Ｎ
Ｐ
）を
設
立
し
、
自

動
車
メ
ー
カ
ー
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
き
た
。

Ｓ
Ｎ
Ｐ
は
バ
ー
ツ
通
貨
危
機
を
乗
り
越
え
た
後
、

２
０
０
０
年
以
降
順
調
に
販
売
数
量
を
伸
ば
し
て

お
り
、
２
０
０
９
年
に
第
2
工
場
を
立
ち
上
げ
、

２
０
１
１
年
の
生
産
量
は
過
去
最
高
の
6
万
ト
ン

に
迫
る
見
込
み
だ
。
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
最
大
の
特
徴
は
、

素
材
か
ら
鋼
管
の
つ
く
り
込
み
、
引
抜
加
工
や
切
断
、

機
械
・
プ
レ
ス
加
工
ま
で
含
め
た
一
貫
製
造
モ
デ
ル

（
図
2
）を
構
築
し
た
点
に
あ
る
。

「
素
材
の
熱
延
鋼
板
は
名
古
屋
・
君
津
製
鉄
所
、

薄
物
の
冷
延
鋼
板
は
Ｓ
Ｕ
Ｓ
か
ら
調
達
し
て
、
名

古
屋
製
鉄
所
と
日
鉄
鋼
管（
株
）の
造
管
技
術
と
、

Ｓ
Ｎ
Ｐ
に
資
本
参
加
し
て
い
る
ト
シ
ダ
工
業（
株
）

の
引
抜
・
切
断
・
二
次
加
工
技
術
を
融
合
し
た
新

し
い
モ
デ
ル
を
つ
く
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
日

本
と
同
等
品
質
の
製
品
を
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
て
柔
軟
に
生
産
で
き
る
体
制
が
で
き
ま
し
た
」

（
髙
本
照
久
Ｓ
Ｎ
Ｐ
・
Ｉ
Ｎ
Ｐ
社
長
）。

Ｓ
Ｎ
Ｐ
は
素
材
の
上
工
程
か
ら
最
終
製
品
ま
で

の
生
産
履
歴
を
一
元
的
に
管
理
で
き
る
体
制
を
整
え
、

月
間
７
０
０
万
本
と
い
う
多
種
多
様
な
製
品
の
品

質
管
理
・
保
証
を
可
能
と
し
て
い
る
。

「
現
場
で
は
寸
法
測
定
結
果
や
外
面
キ
ズ
の
チ
ェ
ッ

ク
な
ど
作
業
の
見
え
る
化
を
進
め
て
、
タ
イ
人
従

業
員
の
製
品
の
品
質
管
理
と
信
頼
性
向
上
に
対
す

る
意
識
を
高
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
客
様
の
工

程
省
略
や
コ
ス
ト
低
減
に
つ
な
が
る
製
品
を
提
案
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鉄鋼
メーカー

鋼管
メーカー
（造管）

伸管
メーカー
（引抜加工）

切断
メーカー

部品
メーカー
（2次請け）

部品
メーカー
（1次請け）

OEM
メーカー

日本の場合

SNPの場合

新日鉄

プロセスフロー

鉄鋼
メーカー

部品
メーカー
（1次請け）

OEM
メーカー

造管 +伸管（引抜加工）+切断
+機械・プレス加工など

新日鉄 SNP

Detroit 
of the East

図2　自動車用鋼管一貫製造モデルのコンセプト

タイやインドネシアでは素材から鋼管のつくり込み、引抜加工や切断、機械・プレス加工に至るまで一貫した自動車鋼管
の製造体制で、多様なお客様ニーズに応えている

自
動
車

自
動
車

│ 

日
系
メ
ー
カ
ー
の
現
地
調
達
ニ
ー
ズ
に
応
え
る



す
る
な
ど
、
当
社
の
付
加
価
値
の
向
上
に
努
め
て

い
ま
す
」（
上
田
学
Ｓ
Ｎ
Ｐ
製
造
部
長
）。

「
取
引
数
量
の
70
％
が
日
系
企
業
と
は
い
え
、
と

り
わ
け
タ
イ
国
内
向
け
に
つ
い
て
は
商
社
を
介
さ

ず
に
直
接
取
引
を
し
て
い
ま
す
。
日
々
の
営
業
活

動
に
お
い
て
も
、新
日
鉄
時
代
に
は
経
験
で
き
な
か
っ

た
領
域
の
業
務
も
担
っ
て
い
ま
す
。
わ
ず
か
13
人

の
営
業
ス
タ
ッ
フ
で
総
数
１
２
０
社（
輸
出
25
社
を

含
む
）の
お
客
様
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
中
で
、
目
ま
ぐ

る
し
い
市
場
の
変
化
に
応
じ
た
迅
速
で
的
確
な
判

断
を
迫
ら
れ
る
な
ど
、
権
限
の
大
き
さ
に
緊
張
し

な
が
ら
も
や
り
が
い
の
あ
る
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま

す
」（
近
藤
真
一
Ｓ
Ｎ
Ｐ
営
業
部
長
）。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
展
開

タ
イ
と
共
に
経
済
成
長
が
著
し
い
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
は
、
二
輪
・
四
輪
自
動
車
の
生
産
台
数
が
急
速
に

伸
び
て
い
る
。
特
に
オ
ー
ト
バ
イ
の
フ
ロ
ン
ト
フ
ォ
ー

ク
用
鋼
管
な
ど
構
造
部
品
に
つ
い
て
は
、
国
内
に
製

造
技
術
を
持
つ
鋼
管
メ
ー
カ
ー
が
な
く
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
な

ど
タ
イ
か
ら
の
輸
入
に
依
存
し
て
お
り
、
急
激
な
需

要
増
に
よ
る
供
給
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
中
、
新
日
鉄
グ
ル
ー
プ
は
、
２
０
０
６

年
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ニ
ッ
ポ
ン
ス
チ
ー
ル
・
パ

イ
プ（
Ｉ
Ｎ
Ｐ
）を
設
立
し
た
。
Ｉ
Ｎ
Ｐ
で
は
一
貫

製
造
モ
デ
ル
を
は
じ
め
と
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｐ
が
保
有
す
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髙本 照久SNP・INP社長上田 学製造部長池田 裕一総務部長近藤 真一営業部長

自然光を採り入れた屋根構造で作業環境改善と省エネルギーを両立。写真は50台以上の精密切断機が並び、月当たり
700万本以上の鋼管を切断する切断棟

① 造管から二次加工まで一貫生産。写真は造管工程

② 全量の形状寸法を確認するなど徹底した品質管理を実施

③ 複雑な成形をする四輪・二輪用鋼管のサンプル

④ ステンレス鋼管が製造可能な第2工場

①

②

③

④

SNP

INP

タイ・インドネシア
ものづくりのグローバル展開



る
鋼
管
製
造
ノ
ウ
ハ
ウ
を
全
面
的
に
導
入

し
、
２
０
１
０
年
に
第
1
工
場
を
増
築
、

２
０
１
１
年
に
は
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
管
を
製

造
で
き
る
第
2
工
場
の
稼
働
を
開
始
す
る

な
ど
着
々
と
生
産
能
力
の
増
強
を
図
っ
て

い
る
。

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
発
展
が
私
た
ち
の
製
品
に
か
か
っ
て

い
る
と
自
負
を
持
っ
て
工
場
を
運
営
し
て

い
ま
す
。
２
０
１
４
年
に
は
Ｅ
Ｕ
の
厳
格

な
排
出
ガ
ス
基
準
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
排
気
系
を
中
心
に
ス
テ
ン
レ
ス
鋼

管
の
需
要
増
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
ス
テ
ン

レ
ス
を
複
雑
な
形
状
に
加
工
す
る
た
め
に

は
、
高
度
な
造
管
・
加
工
技
術
が
求
め
ら

れ
ま
す
が
、
新
日
鉄
グ
ル
ー
プ
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
結
集
し
、
需
要
に
応
え
て
い
き
ま
す
」

（
宮
川
隆
Ｉ
Ｎ
Ｐ
副
社
長
）。

「
従
業
員
の
平
均
年
齢
は
23
歳
と
大
変

若
く
、
工
場
に
活
気
が
あ
り
、
ま
た
日
本

に
留
学
経
験
の
あ
る
優
秀
な
技
術
者
も
採

用
で
き
ま
し
た
。
全
員
一
丸
と
な
り
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
鋼
管
メ
ー
カ
ー

の
地
位
を
確
立
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」（
間
中
紳
介
Ｉ
Ｎ
Ｐ
営
業
部
長
）。

鋼
線
・
自
動
車
フ
ァ
ス
ナ
ー

ジ
ャ
ス
ト
イ
ン
タ
イ
ム
に
対
応

自
動
車
1
台
に
は
３
０
０
０
〜
７
０
０
０
本
の

フ
ァ
ス
ナ
ー
部
品（
ボ
ル
ト
、ナ
ッ
ト
な
ど
締
結
部
品
）

が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
フ
ァ
ス
ナ
ー
部
品
は
サ
ス
ペ

ン
シ
ョ
ン
部
、
駆
動
部
、
エ
ン
ジ
ン
部
、
操
舵
部
な

ど
の
重
要
保
安
部
品
に
使
わ
れ
、
厳
格
な
品
質
管

理
が
求
め
ら
れ
る
。
日
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
生
産

台
数
増
に
比
例
し
フ
ァ
ス
ナ
ー
部
品
の
現
地
生
産
数

量
も
伸
び
て
お
り
、
材
料
と
な
る
冷
間
圧
造
用
鋼

線
を
日
本
か
ら
輸
入
す
る
対
応
で
は
、
品
質
だ
け
で

な
く
コ
ス
ト
や
納
期
の
面
か
ら
限
界
が
あ
っ
た
。

新
日
鉄
は
２
０
０
６
年
、
タ
イ
に
冷
間
圧
造
用

鋼
線
の
製
造
会
社
ニ
ッ
ポ
ン
ス
チ
ー
ル
・
バ
ー
＆
Ｃ

Ｈ
ワ
イ
ヤ（
Ｎ
Ｂ
Ｃ
タ
イ
）を
設
立
。
室
蘭
製
鉄
所

の
高
品
質
な
線
材
と
松
菱
金
属
工
業（
株
）、
宮
崎

精
鋼（
株
）、（
株
）サ
ン
ユ
ウ
の
高
度
な
二
次
加
工
技

術
の
融
合
に
よ
っ
て
、
素
材
か
ら
二
次
加
工
製
品

ま
で
一
貫
で
最
適
な
供
給
体
制
を
構
築
し
た
。
品

質
管
理
は
、
日
本
か
ら
の
輸
送
距
離
を
考
慮
し
て

鋼
線
の
素
材
と
な
る
線
材
の
表
面
キ
ズ
検
査
を
行

う
と
と
も
に
、
加
工
後
の
組
織
・
機
能
検
査
を
実
施
。

ク
オ
リ
テ
ィ
ー
・
ゲ
ー
ト
を
設
け
て
異
材
チ
ェ
ッ
ク

を
徹
底
し
て
い
る
。

「
お
客
様
の
受
け
入
れ
検
査
は
日
本
よ
り
も
む

し
ろ
厳
し
く
、
不
良
品
ゼ
ロ
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

タ
イ
人
従
業
員
の
教
育
に
注
力
し
て
い
ま
す
。
ま

た
工
場
が
お
客
様
に
近
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
活

か
し
、
日
ご
ろ
か
ら
技
術
・
営
業
両
面
で
の
交
流

を
行
い
、
必
要
な
も
の
を
、
必
要
な
と
き
に
、
必

要
な
量
だ
け
生
産
す
る
ジ
ャ
ス
ト
イ
ン
タ
イ
ム
対

応
を
実
現
し
て
い
ま
す
」（
永
瀬
勝
典
Ｎ
Ｂ
Ｃ
タ
イ

社
長
）。
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後列左から

滝 光博スーパーバイザー
石井 政徳日鉄鋼管（株）名古屋製造長
（短期派遣指導）
天野 瑛スーパーバイザー
芹生 昇財務部長
宮川 隆副社長
間中 紳介営業部長
坂上武彦技術部長　

前列は財務・営業・技術などの
現地スタッフ。左から
Lady、Ridzal、Subhan、
Latif、Wisnu

永瀬 勝典社長

製品コイル置き場

スケール除去と表面潤滑処理を行う酸洗工程

寸法精度・機械的特性を高める伸線機

INP

NBC THAI

飯坂 孝仁製造部長



 

お
客
様
の
声

補
完
し
合
え
る

信
頼
感
が
あ
り
心
強
い

Ｎ
Ｂ
Ｃ
タ
イ
の
最
大
手
需
要
家
の
一
つ
で
あ
る

ア
オ
ヤ
マ
・
タ
イ（
本
社
・（
株
）青
山
製
作
所 

愛

知
県
丹
羽
郡
）は
、
１
９
６
５
年
に
タ
イ
に
進
出

し
た
老
舗
フ
ァ
ス
ナ
ー
メ
ー
カ
ー
だ
。
２
０
０
０

年
代
に
入
り
自
動
車
メ
ー
カ
ー
か
ら
現
地
調
達

比
率
ア
ッ
プ
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
る
と
、
フ
ァ
ス

ナ
ー
部
品
の
需
要
が
急
激
に
伸
び
た
た
め
生
産
能

力
を
拡
張
。
現
在
９
５
０
人
の
従
業
員
で
月
に
約

1
億
３
０
０
０
万
個
の
フ
ァ
ス
ナ
ー
部
品
を
生
産

し
て
い
る
。

「
２
０
０
８
年
に
ナ
ッ
ト
の
加
工
割
れ
が
起
こ

り
頭
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
当
時
操
業
を
開
始
し

た
ば
か
り
の
Ｎ
Ｂ
Ｃ
タ
イ
か
ら
材
料
だ
け
で
な
く
、

加
工
試
験
、
量
産
化
に
至
る
当
社
の
加
工
工
程
ま

で
検
討
し
た
新
鋼
種
切
り
替
え
の
提
案
を
受
け
、

問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
自
動
車

用
フ
ァ
ス
ナ
ー
部
品
は
厳
し
い
品
質
管
理
と
コ
ス

ト
削
減
が
常
に
求
め
ら
れ
、
輸
入
材
と
の
競
合
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
Ｎ
Ｂ
Ｃ
タ
イ
と
当
社
は
日

系
企
業
同
士
、
足
り
な
い
と
こ
ろ
を
補
完
し
合
え

る
信
頼
感
が
あ
り
心
強
い
で
す
ね
」（
武
馬
克
己

ア
オ
ヤ
マ
・
タ
イ
社
長
）。

亜
鉛
め
っ
き
鋼
板

１
０
０
％
出
資
の
新
会
社
で

自
動
車
用
高
級
鋼
板
を
供
給

自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
タ
イ
で
の
事
業
拡
大
を
加
速

し
て
い
る
中
、
新
日
鉄
は
自
動
車
用
外
板
や
高
張
力

鋼
板
な
ど
を
含
む
高
級
・
高
品
質
な
溶
融
亜
鉛
め
っ

き
鋼
板
の
現
地
生
産
に
乗
り
出
す
。
２
０
１
１
年
6

月
に
１
０
０
％
出
資
の
ニ
ッ
ポ
ン
ス
チ
ー
ル
・
ガ
ル

バ
ナ
イ
ジ
ン
グ
・
タ
イ
ラ
ン
ド（
Ｎ
Ｓ
Ｇ
Ｔ
）を
設
立
。

3
億
米
ド
ル
を
投
じ
日
本
国
内
の
最
新
鋭
設
備
と
同

じ
製
造
ラ
イ
ン
を
持
つ
工
場
を
Ｓ
Ｕ
Ｓ
の
隣
接
地
に

建
設
し
、
２
０
１
３
年
中
の
稼
働
を
目
指
す
。

新
日
鉄
の
自
動
車
用
め
っ
き
鋼
板
の
海
外
拠
点
と

し
て
は
5
カ
所
目
と
な
る
Ｎ
Ｓ
Ｇ
Ｔ
は
、
母
材
の
冷

延
鋼
板
を
主
に
Ｓ
Ｕ
Ｓ
か
ら
調
達
す
る
こ
と
で
、
品

質
や
コ
ス
ト
競
争
力
を
高
め
る
。
さ
ら
に
Ｓ
Ｕ
Ｓ
を

は
じ
め
タ
イ
の
新
日
鉄
グ
ル
ー
プ
の
充
実
し
た
イ
ン

フ
ラ
や
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
用
で
き
る
点
が
大
き

な
強
み
に
な
っ
て
い
る
。

「
こ
れ
ま
で
の
4
カ
所
の
海
外
拠
点（
※
）は
、
現
地

パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
合
弁
と
い
う
形
態
で
、
パ
ー
ト
ナ
ー

の
持
つ
イ
ン
フ
ラ
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
タ
イ
で
は
現
地
で
の
事
業
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を

蓄
積
し
て
お
り
、
Ｎ
Ｓ
Ｇ
Ｔ
は
１
０
０
％
独
資
で
の

会
社
設
立
に
踏
み
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」（
酒
井

浩
新
日
鉄
自
動
車
鋼
板
営
業
部
部
長
）。

Ｎ
Ｓ
Ｇ
Ｔ
の
工
場
建
設
準
備
に
お
い
て
も
Ｓ
Ｕ
Ｓ

や
Ｓ
Ｔ
Ｐ
の
経
験
や
信
用
の
高
さ
が
活
き
て
い
る
。

Ｎ
Ｓ
Ｇ
Ｔ
が
工
場
を
建
設
す
る
地
域
で
は
、
住
民
の

環
境
へ
の
意
識
の
高
ま
り
か
ら
環
境
規
制
が
強
化
さ

れ
て
お
り
、
多
く
の
新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
中
断
し

て
い
る
。
そ
の
中
で
、
Ｎ
Ｓ
Ｇ
Ｔ
は
Ｓ
Ｕ
Ｓ
や
Ｓ
Ｔ

Ｐ
の
協
力
を
得
て
地
元
住
民
へ
の
説
明
会
を
実
施
し
、

2
回
の
公
聴
会
も
無
事
終
了
し
た
。
こ
う
し
て
住
民

の
理
解
を
得
た
上
で
、
現
在
、
官
庁
に
最
終
審
査
を

申
請
し
て
い
る
。

Ｎ
Ｓ
Ｇ
Ｔ
は
競
争
が
厳
し
さ
を
増
す
タ
イ
で
、
新

日
鉄
グ
ル
ー
プ
の
主
要
拠
点
と
し
て
自
動
車
用
鋼
板

需
要
を
確
実
に
捕
捉
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

「
海
外
で
厳
し
い
競
争
に
勝
ち
残
っ
て
い
く
た
め

に
は
、
日
本
か
ら
持
ち
込
む
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
自
体

に
競
争
力
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
方
で
、
海

外
で
こ
そ
得
ら
れ
る
新
し
い
ノ
ウ
ハ
ウ
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
う
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
日
本
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
の
新

日
鉄
の
も
の
づ
く
り
の
基
盤
を
よ
り
強
固
な
も
の
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
酒
井
部
長
）。
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マ
・
タ
イ
社
長
）。

武馬 克己社長

ファスナー部品ライン ファスナー部品サンプル例

新日鉄 自動車鋼板営業部

酒井 浩部長

NSGT

タイ・インドネシア
ものづくりのグローバル展開

AOYAMA THAI

近隣自治会にNSGTの計画を説明する酒井部長（右奥から
2人目）とSUSタイ人スタッフ

（※）米国  I/N Tek、I/N Kote、ブラジル ウニガル、中国 BNA、メキシコ テニガル
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社会とともに 地域とともに  VOL.40

『
環
境
・
社
会
報
告
書

  

２
０
１
１
』を
発
行

　

新
日
鉄
は
本
年
9
月
、『
環
境
・
社
会
報
告
書

２
０
１
１
』を
発
行
し
た
。
本
年
度
の
特
集
は 

「Fe 

│Future environm
ent

®

│
鉄
が
つ
く
る
、

地
球
の
未
来
」。
鉄
が
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
未
知
の

機
能
を
最
大
限
に
引
き
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
い
の
ち
」と「
く
ら
し
」を
支
え
、
未
来
の
社
会

づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
使
命
と
す
る

当
社
の
取
り
組
み
を
、身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
宇
宙
・

未
来
ま
で
多
様
な
ス
ケ
ー
ル
で
紹
介
し
て
い
る
。

ま
た
巻
頭
コ
ラ
ム
で
は
、「
鉄
」と
い
う
物
質
に

着
目
し
、「
鉄
の
特
性
」「
生
命
と
鉄
」「
社
会
と
鉄
」

の
３
つ
の
切
り
口
で
、
そ
の
起
源
や
素
材
と
し

て
の
特
性
、
生
命
活
動
を
支
え
文
明
の
発
展
に

貢
献
し
て
い
る
鉄
に
つ
い
て
提
示
し
て
い
る
。

　

後
半
の
基
本
報
告
は「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
」

「
環
境
報
告
」「
社
会
性
報
告
」の
３
部
構
成
。

新
日
鉄
グ
ル
ー
プ
全
体
で
総
合
的
に「
環
境
経
営
」

に
取
り
組
む
姿
を
、
豊
富
な
デ
ー
タ
を
基
に

紹
介
し
て
い
る
。

　

世
界
の
機
関
投
資
家
が
連
携
し
、
時
価
総

額
ト
ッ
プ
５
０
０
社
に
質
問
状
を
送
り
、
企
業

に
気
候
変
動
へ
の
戦
略
や
具
体
的
な
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
量
の
公
表
を
求
め
る「
カ
ー
ボ
ン
・

デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
Ｃ
Ｄ
Ｐ
）

２
０
１
１
」で
、新
日
鉄
が
高
い
評
価
を
受
け
た
。

全
体
で
第
92
位
、
世
界
の
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
で
は

第
２
位
、
日
本
企
業
で
は
素
材
メ
ー
カ
ー
と
し

て
最
高
位
だ
っ
た
。

カ
ー
ボ
ン
・
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
高
評
価
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の
海
外
製
造
拠
点
が
本
格
稼
働
し
た
。

竣
工
式
は
Ｎ
Ｐ
Ｖ
出
資
者
、
日
越
政

府
関
係
者
、
大
学
機
関
、
需
要
家
ら

約
２
３
０
人
が
出
席
し
盛
大
に
行
わ

れ
た
。
新
日
鉄
は
Ｎ
Ｐ
Ｖ
を
通
じ
て
、

東
南
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
の

再
編
を
決
定
し
た
。

２
０
１
２
年
１
月
1
日
に
日
鉄
運

輸
を
日
鉄
物
流
の
完
全
子
会
社
と
し

て
両
社
事
業
を
統
合
。
同
年
4
月
1

日
を
め
ど
に
日
鉄
運
輸
君
津
事
業
所

ク
リ
サ
ー
チ
、（
株
）東
海
テ
ク
ノ
リ

サ
ー
チ
、（
株
）日
鉄
大
分
テ
ク
ノ
サ

ポ
ー
ト
）は
、
一
貫
品
質
保
証
・
研

究
開
発
体
制
を
一
層
強
化
す
る
た
め
、

２
０
１
２
年
1
月
1
日
を
効
力
発
生

推
進
す
る
。
ま
た
新
日
鉄
は
広
畑
製

鉄
所
の
既
設
3
基
の
製
鉄
ダ
ス
ト
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ン
ト
で
、
新
日
鉄
の

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
先
を
含
め
た
関
西
圏

全
体
で
の
効
率
的
な
製
鉄
ダ
ス
ト
リ

サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
て
い
く
。

高
め
る
と
と
も
に
、
成
形
性
を
2
ラ

ン
ク
低
い
強
度
レ
ベ
ル
の
７
８
０
メ

ガ
パ
ス
カ
ル（
Ｍ
Pa
）級
と
同
等
程
度

に
維
持
す
る
な
ど
、
強
度
と
各
種
特

性
を
高
い
次
元
で
両
立
さ
せ
た
。

新
日
鉄
と（
株
）神
戸
製
鋼
所
は
10

月
1
日
、
広
畑
製
鉄
所
構
内
で
製
鉄

ダ
ス
ト
リ
サ
イ
ク
ル
合
弁
プ
ラ
ン
ト

の
営
業
運
転
を
開
始
し
た
。
同
事
業

は
鉄
鋼
製
造
の
過
程
で
副
産
物
と
し

て
発
生
す
る
製
鉄
ダ
ス
ト
を
再
資
源

化
す
る
こ
と
で
、
原
料
高
騰
下
に
お

い
て
も
競
争
力
の
あ
る
鉄
源
を
安
定

的
に
生
産
す
る
と
と
も
に
、
広
域
リ

サ
イ
ク
ル
・
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

新
日
鉄
は
自
動
車
の
骨
格
部
品
に

適
用
可
能
な
高
い
成
形
性
と
1
・
2

ギ
ガ
パ
ス
カ
ル（
Ｇ
Pa
）級
の
強
度
を

併
せ
持
つ
高
張
力
冷
延
鋼
板
を
開
発

し
、
日
産
自
動
車（
株
）が
２
０
１
３

年
に
発
売
す
る
新
車
に
世
界
で
初
め

て
適
用
さ
れ
る
。
今
回
開
発
し
た
高

成
形
性
1
・
2
Ｇ
Pa
ハ
イ
テ
ン
は
、

プ
レ
ス
成
形
性
の
指
標
で
あ
る
伸
び

特
性
を
同
強
度
の
従
来
材
の
2
倍
に

9
月
23
日
、
新
日
鉄
の
連
結
子
会

社
で
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
建
設
用
鋼

材
の
製
造
販
売
会
社「
ニ
ッ
ポ
ン
ス

チ
ー
ル
・
パ
イ
プ
・
ベ
ト
ナ
ム
」（
Ｎ

Ｐ
Ｖ
）の
竣
工
式
が
現
地
工
場
で
開

催
さ
れ
、
新
日
鉄
初
の
建
設
用
鋼
材

新
日
鉄
と
日
鉄
物
流（
株
）お
よ
び

日
鉄
運
輸（
株
）は
、
物
流
業
務
の
効

率
化
を
図
り
、
競
争
力
の
あ
る
最
適

物
流
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た

め
、
日
鉄
物
流
と
日
鉄
運
輸
の
統
合

新
日
鉄
お
よ
び
新
日
鉄
グ
ル
ー

プ
の
試
験
分
析
会
社
6
社（（
株
）日

鉄
テ
ク
ノ
リ
サ
ー
チ
、（
株
）九
州

テ
ク
ノ
リ
サ
ー
チ
、
ニ
ッ
テ
ツ
テ
ク

ノ
＆
サ
ー
ビ
ス（
株
）、（
株
）ニ
ッ
テ

G
GROUP CLIP

総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー

 
０
３
│
６
８
６
７
│
２
１
３
５

総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー

 
０
３
│
６
８
６
７
│
２
１
３
５

総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー

 
０
３
│
６
８
６
７
│
２
１
３
５

総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー

 
０
３
│
６
８
６
７
│
２
１
３
５

総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー

 
０
３
│
６
８
６
７
│
２
１
３
５

竣工式の様子

工場内の様子

広畑製鉄所の製鉄ダストリサイクルプラント

イ
ン
フ
ラ
需
要
を
捕
捉
し
、
当
地
域

の
良
質
な
イ
ン
フ
ラ
の
構
築
に
貢
献

し
て
い
く
。

機
能
を
日
鉄
物
流
君
津（
株
）へ
吸
収

分
割
さ
せ
る
な
ど
の
事
業
再
編
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
日
鉄
運
輸
の
商

号
を
日
鉄
物
流
八
幡（
株
）に
変
更
す
る
。

日
と
し
て
、
日
鉄
テ
ク
ノ
リ
サ
ー
チ

を
事
業
持
株
会
社
と
し
、
他
の
試
験

分
析
会
社
5
社
を
そ
の
子
会
社
と
す

る
事
業
統
合
の
実
施
を
決
定
し
た
。

技　術技　術

経　営経　営経　営

製
鉄
ダ
ス
ト
リ
サ
イ
ク
ル
合
弁
プ
ラ
ン
ト
が

営
業
運
転
を
開
始

成
形
性
を
２
倍
に
高
め
た
自
動
車
用
超
ハ
イ
テ
ン
を

世
界
で
初
め
て
実
用
化

ベ
ト
ナ
ム
で
新
日
鉄
初
の
建
設
用
鋼
材
海
外
製
造
拠
点
が
本
格
稼
働

日
鉄
物
流（
株
）と
日
鉄
運
輸（
株
）の
統
合
再
編

試
験
分
析
会
社
の
統
合
再
編
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新
日
鉄
が
支
援
す
る
堺
ブ
レ
イ
ザ
ー

ズ
は
、
10
月
8
・
9
日
、
東
日
本
大

震
災
で
被
災
し
た
石
巻
市
と
大
船
渡

市
の
中
学
生
を
対
象
に
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
教
室
を
開
催
し
た
。
堺
ブ
レ
イ
ザ
ー

ズ
の
内
藤
和
也
、
名
田
篤
史
、
坂
梨

明
彦
、
西
尾
大
作
、
今
村
駿
選
手
が
、

約
１
０
０
名
の
中
学
生
に
ゲ
ー
ム
を

交
え
た
指
導
を
行
っ
た
。

２
０
１
２
Ｖ
リ
ー
グ
の
準
決
勝
は

花
巻
市
で

開
催
さ
れ

る
予
定
で
、

選
手
た
ち

は
中
学
生

と｢

今
度
は

花
巻
で
会

い
ま
し
ょ

う
」と
固
い

握
手
を
交

わ
し
た
。

君
津
製
鉄
所
冷
延
工
場
は
、
9

月
6
日
、
冷
間
圧
延
量
累
計
１
億

ト
ン
を
達
成
し
た
。
冷
延
工
場
は

１
９
６
５
年
に
同
所
創
業
時
の
第

一
号
工
場
と
し
て
圧
延
を
開
始
し
、

１
９
８
１
年
に
は
世
界
初
の
酸
洗
・

冷
延
連
続
ラ
イ
ン
Ｃ
Ｄ
Ｃ
Ｍ
を
稼
働

さ
せ
た
。

10
月
1
日
、
紀
尾
井
ホ
ー
ル

（
東
京
都
千
代
田
区
）来
場
者
数
が

２
５
０
万
人
に
達
し
た
。
同
ホ
ー
ル

は
１
９
９
５
年
に
開
館
以
来
、
上
質

な
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
と
邦
楽
を
提
供

し
、
熱
心
な
音
楽
愛
好
家
の
方
々
に

支
え
ら
れ
て
き
た
。
２
５
０
万
人
目

の
来
場
者
に
は
、
新
日
鉄
よ
り
記
念

品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

日
鉄
住
金
建
材（
株
）の
防
災

商
品「
ノ
ン
フ
レ
ー
ム
工
法
」が
、

２
０
１
１
年
度
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン

賞
を
受
賞
し
た
。
同
工
法
は
自
然

環
境
や
景
観
を
保
ち
な
が
ら
が
け

崩
れ
対
策
が
図
れ
る
画
期
的
な
斜

面
防
災
工
法
で
、「
人
と
自
然
が
共

生
し
、
森
林
保
全
と
斜
面
防
災
を

両
立
さ
せ
る
」効
果
が
高
く
評
価
さ

れ
た
。

新
日
鉄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ（
株
）

は
岩
手
県
釜
石
市
か
ら
災
害
廃
棄
物

溶
融
処
理
委
託
業
務
を
受
注
し
た
。

同
事
業
は
震
災
で
発
生
し
た
が
れ
き

処
理
の
一
環
と
し
て
釜
石
市
旧
清
掃

工
場
を
再
稼
働
さ
せ
、
市
内
の
仮
置

き
場
な
ど
で
破
砕
・
選
別
さ
れ
た
災

害
廃
棄
物
を
溶
融
処
理
す
る
も
の
。

www.nsc.co.jp
新日本製鉄発信のプレスリリースは、
ホームページに全文が掲載されています
のでご参照ください。

新
日
鉄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ（
株
）
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12月9日（金）／19:00　10日（土）／14:00
紀尾井シンフォニエッタ東京
第82回定期演奏会
指揮：ジャン＝ピエール・ヴァレーズ
ピアノ：エリック・ル・サージュ
ラヴェル：クープランの墓
ラヴェル：ピアノ協奏曲ト長調
フォーレ：マスクとベルガマスク
ビゼー：交響曲ハ長調

12月13日（火）／19:00
新日鉄プレゼンツ
ニュー・アーティスト・シリーズ
第25回 山上 ジョアン 薫（チェロ）
シューマン：
　　アダージョとアレグロ変イ長調Op.70
ベートーヴェン：
　　チェロ・ソナタ第4番ハ長調Op.102-1
J.S.バッハ：
　　無伴奏チェロ組曲第3番ハ長調BWV1009
ポッパー：
　　ハンガリー狂詩曲Op.68　他

公演ご案内

http://www.kioi-hall.or.jp

新日鉄文化財団

お問い合わせ・チケットのお申し込み先
紀尾井ホールチケットセンター（日・祝休）  
TEL 03-3237-0061

　長唄では唄と三味線の演奏の間
に三味線による「合方」が入ります。
まさにここが作曲者と演奏家にとっ
て、腕の見せどころ。華麗な超絶
技巧で聴衆を陶酔の世界に誘います。
　気鋭の演奏家たちが、この「合方」
の魅力を解説と演奏でお届けします。

邦楽　華麗なる技
第二回　長唄

合奏の極致「合方」の陶酔

スケジュール

２
０
１
３
年
度
末
ま
で
に
約
6
万
ト

ン
の
災
害
廃
棄
物
の
処
理
を
見
込
ん

で
い
る
。
同
社
は
釜
石
市
が
一
日
も

早
く
復
興
を
成
し
遂
げ
ら
れ
る
よ
う

貢
献
し
て
い
く
。

杵屋巳津也

今藤長龍郎

朝丘雪路

12月16日（金）／
18:30

唄：杵屋巳津也  他

三味線：今藤長龍郎  他

囃子：堅田新十郎  他

聞き手：朝丘雪路

合方集

「チンチリレン」

「髪洗い」などより

「呼応」（杵屋正邦作曲）

「勧進帳」
ノンフレーム工法

250万人目の来館者の正田美智子さん親子とピアニストの
ペーター・レーゼル氏

スポーツ

経　営

メセナ

グループ グループ

日
鉄
住
金
建
材（
株
）防
災
商
品
「
ノ
ン
フ
レ
ー
ム
工
法
」が

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞

新
日
鉄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ（
株
）

釜
石
市
災
害
廃
棄
物
溶
融
処
理
委
託
業
務
を
受
注

堺
ブ
レ
イ
ザ
ー
ズ
が

石
巻
市
・
大
船
渡
市
で

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
を
開
催

君
津
冷
延
工
場

１
億
ト
ン
達
成

紀
尾
井
ホ
ー
ル
来
場
者

２
５
０
万
人
を
達
成
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研究開発の現場から
15

挑戦しています。夢のものづくり

業務プロセス改革推進部

鈴木 圭一  （2006年入社、経営工学専攻）

数学を駆使した
ITエンジニアリングで
オペレーショナル・エクセレンス（※）

を追求

S e r i e s

大
学
で
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
リ
サ
ー
チ

（
Ｏ
Ｒ
）を
学
ん
だ
。
数
学
を
駆
使
し
た
Ｉ
Ｔ

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
企
業
活
動
に
潜
む
問
題
の
本
質
や
法
則
性

を
明
ら
か
に
し
、
最
適
な
解
決
方
法
を
見
出

す
も
の
で
、
経
営
の
意
思
決
定
ツ
ー
ル
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

「
鉄
づ
く
り
の
現
場
に
も
Ｏ
Ｒ
が
適
用
さ

れ
て
お
り
、
大
学
で
の
研
究
が
活
か
せ
る

フ
ィ
ー
ル
ド
で
働
く
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
ま

し
た
。
入
社
後
は
八
幡
製
鉄
所
に
配
属
さ
れ
、

薄
板
の
操
業
系
シ
ス
テ
ム
の
企
画
・
設
計
に

携
わ
り
ま
し
た
。
製
鉄
所
で
は
お
客
様
の
多

様
な
注
文
に
応
え
つ
つ
効
率
的
な
生
産
を
行

う
た
め
、
複
雑
で
高
度
な
シ
ス
テ
ム
が
稼
働

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
シ
ス
テ
ム
を
動

か
す
現
場
で
は
意
外
と
人
手
に
頼
る
作
業
が

多
い
こ
と
に
気
づ
き
、
省
力
化
と
生
産
性
向

上
に
つ
な
が
る
改
善
に
取
り
組
み
ま
し
た
」

そ
の
後
本
社
に
異
動
と
な
っ
た
。
新
日
鉄

は
本
社
と
全
国
10
カ
所
の
製
造
拠
点
が
そ
れ

ぞ
れ
大
規
模
な
情
報
シ
ス
テ
ム
を
保
有
し
て

お
り
、
全
社
的
な
連
携
や
効
率
的
な
シ
ス
テ

ム
開
発
・
保
守
運
用
の
面
で
課
題
が
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
中
、
業
務
プ
ロ
セ
ス
改
革
推
進
部

が
中
心
と
な
り
全
社
横
断
的
な
業
務
改
革
を

実
現
す
る
統
合
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
て

き
て
い
る
。

「
営
業
、
財
務
、
購
買
、
設
備
管
理
、
人

事
な
ど
機
能
部
門
ご
と
に
本
社
と
製
鉄
所
を

つ
な
ぐ
全
社
統
合
シ
ス
テ
ム
を
検
討
す
る
中

で
、
私
は
見
積
ル
ー
ル
づ
く
り
と
購
買
シ
ス

テ
ム
構
築
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
全
社
統
合

シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
に
は
、
各
所
の
経
験

則
に
基
づ
く
独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
定
量
化
し
、

何
を
優
先
す
べ
き
か
、
ど
の
よ
う
に
集
約
す

べ
き
か
決
定
し
、
誰
も
が
効
率
的
に
運
用
で

き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
デ
ー

タ
を
価
値
あ
る
情
報
に
変
換
す
る
論
理
的
思

考
や
ス
キ
ル
を
磨
き
、
今
後
と
も
全
社
の
競

争
力
向
上
に
貢
献
す
る
方
法
論
を
提
示
し
て

い
き
た
い
で
す
ね
」

※ オペレーショナル・エクセレンス：業務改善が現場に定着し、組織として強みとなっていること
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100-8071  東

京
都
千
代
田
区
丸
の
内
2-6-1 TEL03 -6867 -4111　

http://w
w
w
.nsc.co.jp/

編
集
発
行
人
   総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー
所
長
　
 高
橋
 望
  ／
 企
画
・
編
集
・
デ
ザ
イ
ン
・
印
刷
　
株
式
会
社
日
活
ア
ド
・
エ
イ
ジ
ェ
ン
シ
ー

●
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
、
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
FAX
:03-6867-3597

●
本
誌
掲
載
の
写
真
お
よ
び
図
版
・
記
事
の
無
断
転
載
を
禁
じ
ま
す
。

多和 圭三 （たわ・けいぞう）
 作者プロフィール／ 1952年愛媛県大三島生まれ。日本大学芸術学部美術学科卒業。
81年に真木画廊で初個展を開催。以来、鉄を叩くことを通して制作を続ける。全国
の画廊や美術館で個展を開催するほか、米国、韓国、バングラデシュでも作品が紹
介されている。94年には新日鉄本社にて開催された「第3回 STEEL ART展」に出品。
95年タカシマヤ文化基金新鋭作家奨励賞受賞。2003年第33回中原悌二郎賞優秀賞
受賞。07年文化庁買上優秀美術作品。09年より多摩美術大学教授、現在に至る。
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